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〔１〕ごあいさつ

環 境 経 営 方 針

日清化工株式会社は、工業用合成樹脂及び合成ゴム加工販売業界の一員として
、経営における課題とチャンスを踏まえ、環境との 共生・調和を目指し、全ての事業
活動及び社員一人一人の行動を通じて社会に貢献できるように努めます。

行動指針

当社は、環境省「エコアクション２１　ガイドライン2017年版」により

環境への取組の重点分野を明確にし、環境にやさしい省資源・省エネ

ルギー・循環型社会構築に積極的に取り組みます。

１． 環境マネジメントの継続的改善を進めることにより環境問題発生の未然防止に努める。

２． 電気・ガス・燃料等のエネルギー投入について見直し、二酸化炭素排出量の減少に努める。

３． 水資源の投入を見直し抑制する。

４． 産業廃棄物・一般廃棄物の分別をし、リサイクルに努めるとともに削減する。

５． 環境に関する法律・規制を遵守する。

６． グリーン購入の積極的な推進をする。

７． 不具合製品の流出をなくし、業務上の無駄をなくす。

８． 環境経営レポートを公表し、環境コミュニケーションに取り組む。

９． 本行動指針について全従業員に徹底する

制定日： 2007年4月1日

改定日： 2022年4月17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 清水　俊普
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〔２〕組織の概要

（１） 名称及び代表者名

日清化工株式会社

代表取締役社長　清水　俊普

（２） 所在地

本　社 東京都千代田区鍛冶町１－６－１５

葛飾事業所 東京都葛飾区東立石１－１０－６

九州事業所 大分県中津市大字植野字飛永839

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 清水　俊普 TEL：03-3254-1475

管理責任者 境　直純 TEL：03-5698-2055

担当者 森　三重子 （本社） TEL：03-3254-1475 　

担当者 竹田　和宏 （葛飾事業所） TEL：03-5698-2055

担当者 河内　憲昭 （九州事業所） TEL：0979-26-5539

（４） 事業内容 　

工業用合成樹脂及びゴム加工販売

主要製品：主に自動車内装部品

（５） 事業の規模

製品販売額 9 億円

本社 葛飾事業所 九州事業所 合計

従業員　　　　　 4 30 18 52

延べ床面積（㎡）　　　 87.12 924 1117.71 2128.83

（６） 事業年度 ４月～３月

〔３〕認証・登録の対象組織・活動

(1) 対象組織・活動

登録事業者名： 日清化工株式会社

対象事業所： 本社

葛飾事業所

九州事業所

活動： 自動車内装部品卸

(2) 実施体制図
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〔４〕主な環境負荷の実績

項　目 単位 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素排出量削減 kg-CO2 63,985 76,124 69,096

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量 トン 5.5 12.5 8.2 

　産業廃棄物排出量 トン 11 165 0

総排水量 ㎥ 156 160 166

※電力の二酸化炭素排出量換算値 0.500 ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ：東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ

0.509 ｋｇ-ＣＯ3/ｋＷｈ:九州電力

※二酸化炭素総排出量＝電力分＋自動車燃料分＋ＬＰＧ分

〔５〕環境目標及びその実績

全事業所合計

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2017年 2022年 2023年 2024年

（基準) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素
削減

ｋＷｈ 149,092 143,128

○

112,036 142,383 141,637

kg-CO2 74,737 71,748 56,320 71,374 71,000

基準年比 100％ 96.0% 75.1% 95.5% 95.0%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

ℓ 11,673 24408 

○

5,465 24281 23116 

kg-CO2 27,082 25,864 12,680 25,728 25,715

基準年比 100％ 209.1% 46.8% 208.0% 198.0%

ＬＰＧの削減

kg 2,873 1,572

○

32 1,572 1,572

kg-CO2 8,619 3,707 95 4,717 4,717

基準年比 100％ 54.7% 1.1% 54.7% 54.7%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 110,438 101,318 ○ 69,096 101,820 101,433

一般廃棄物の削減
kg 18,813 18,060

○
14,629 15,441 13,798

基準年比 100％ 96.0% 77.8% 82.1% 73.3%

産業廃棄物の削減
kg 22,990 21,955

○
2,345 21,955 21,841

基準年比 100％ 95.5% 10.2% 95.5% 95.0%

水道水の削減
㎥ 276 265

○
166 265 265

基準年比 100％ 96% 60% 96% 96%

グリーン購入の推進
％ 4件 52%

○
59% 53% 53%

－ 　 ３２件 50件 50件

不具合製品の流出防止 14件 0件 ○ 7 0件 0件

本社・葛飾事業所

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2017年 2022年 2023年 2024年

（基準) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素
削減

ｋＷｈ 127,854 122740 

○

78,450 122101 121461 

kg-CO2 63,927 61,370 39,225 61,050 60,731

基準年比 100％ 96.0% 61.4% 95.5% 95.0%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

ℓ 10,520 10046 

○

4,252 53790 22026 

kg-CO2 24,405 23,307 9,866 23,185 23,185

基準年比 100％ 95.5% 40.4% 95.0% 95.0%

ＬＰＧの削減

kg 1,638 1,572

○

32 1,572 1,572

kg-CO2 4,914 3,707 95 4,717 4,717

基準年比 100％ 96.0% 1.9% 96.0% 96.0%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 93,246 88,384 ○ 49,186 84,235 83,916

一般廃棄物の削減
kg 16,296 15,644

○
7,719 13,037 11,407

基準年比 100％ 96.0% 47.4% 80.0% 70.0%

産業廃棄物の削減
kg 5,980 5,711

○
45 5,711 5,681

基準年比 100％ 96% 1% 95.5% 95.0%

水道水の削減
㎥ 276 265

○
166 265 265

基準年比 100％ 96% 60% 96% 96%

グリーン購入の推進
％ 4件 52%

○
59% 53% 53%

－ 　 ３２件 50件 50件

不具合製品の流出防止 14件 0件 ○ 7 0件 0件
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九州事業所

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2017年 2022年 2023年 2024年

（基準) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素
削減

ｋＷｈ 21,238 20388 

×

33,586 20282 20176 

kg-CO2 10,810 10378 17,095 10324 10270 

基準年比 100％ 96.0% 158.1% 95.5% 95.0%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

ℓ 1,153.00 1101 

△

1,212 1095 1090 

kg-CO2 2,677 2556 2,814 2543 2530 

基準年比 100％ 96% 105% 95% 95%

ＬＰＧの削減

kg 1,235 0

○

0 0 0

kg-CO2 3,705 0 0 0 0

基準年比 100％ 100% 100% 100% 0%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 17,192 12,934 × 19,910 12,867 12,799

一般廃棄物の削減
kg 2,517 2,416

○
6,910 2,404 2,391

基準年比 100％ 0% 275% 96% 95%

産業廃棄物の削減
kg 17,010 16,245

○
2,300 16,245 16,160

基準年比 100％ 96% 14% 95.5% 95.0%
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〔６〕環境経営活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標：○達成　×未達成
葛飾事業所 活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取り組み計画 達成状況
次年度の

取組
取組結果とその評価

電力による二酸化炭素削減

数値目標 ○ 変更なし 不要なデスクの照明や誰もいない倉庫の照明などまめに消灯し
たのが功を奏したと思われる。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○ 継続

・不要照明の消灯 ○ 継続

・各検査機器の効率的活用 △ 継続

　 　 　

自動車燃料による二酸化炭素削減

数値目標 ○ 変更なし

客先とも協力し、ウエブ会議を推進した事により客先への外出
が極端に減らすことができた。　その結果通年を通してガソリン
使用料が減った。

・アイドリングストップ ○ 継続

・効率的なルートで走行 ○ 継続

・リッター当たりの走行距離 ○ 継続

一般廃棄物の削減

数値目標 ○ 変更なし

段ボールのリサイクルを推進したり、緩衝材（ミラーマット）のリサ
イクルをする事でごみを減らすことができT。

・分別の徹底 ○ 継続

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○ 継続

・梱包材の再利用 ○ 継続

　 　 　

ＬＰＧの削減

数値目標 ○ 変更なし

ＬＰＧの使用は生活用のみで押さえられている。
･フォークリフトの計画的使用 ○ 継続

・葛飾事業所電気仕様 ○ 継続

　 　

産業廃棄物の削減

数値目標 ○ 変更なし
積極的にリサイクル活動を推進し、ごみを減らすことができた。　
プラスチックのリサイクルをするには、プラスチックの種類別の分
別までしなけらばならないのでオールリサイクルが出来ていない
。プラスチックのリオサイクル量は改善の余地がある。

・分別の徹底 ○ 継続

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○ 継続

・梱包材の再利用 ○ 継続

水道水の削減

数値目標 ○ 変更なし

水道水に関しては、大きな改善事項はない。
社員への教育 ○ 継続

効率的な使用 ○ 継続

　 　

グリーン購入の推進

・有害性の少ない資材の購入 ○ 継続

コピー用紙はアスクルのグリーン商品を推奨している。・省エネ性能の高い電気製品の購入 ○ 継続

　

不具合製品の流出防止

・ショートショット ○ 継続

ダブルチェックの推進　協力会社への指導・異品･異数納品 △ 継続

・バリ △ 継続

社会貢献

・町会を通して清掃活動を実施した。 ○ 継続
地域社会の活動に積極的に関与していく
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九州事業所

取り組み計画 達成状況
次年度の

取組
取組結果とその評価

電力による二酸化炭素削減

数値目標 ○ 変更なし

受注が増えると効率よく電力消費を抑えられなくなった。・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○ 継続

・不要照明の消灯 ○ 継続

自動車燃料による二酸化炭素削減

数値目標 ○ 変更なし

メーカー巡回など移動する業務が増えガソリン使用量が増えた
。アイドリングストップ等は推進している。

・アイドリングストップ ○ 継続

・効率的なルートで走行 ○ 継続

・リッター当たりの走行距離 ○ 継続

一般廃棄物の削減

数値目標 ○ 変更なし

一般廃棄物は通年を通し良好であった。

・分別の徹底 ○ 継続

・梱包材の再利用 ○ 継続

・中国からのパレットの再利用等検討 ○ 継続

　 　 　

ＬＰＧの削減

数値目標 ○ 変更なし

2018年度に電気式に変更2018年度に電気式に変更 ○ 継続
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〔７〕環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

環境基本法 環境に関する基本法

廃棄物処理法 一般廃棄物､産業廃棄物（金属ｸｽﾞ､廃プラ､廃ガラス､廃油等）

フロン排出抑制法 冷媒転換の抑制、業務用機器の冷媒適正管理

自動車リサイクル法 廃車時にリサイクル料金を業者に支払う

消防法 消火器の確認・訓練の実施

グリーン購入法 物品購入時には環境物品を優先購入する

東京都環境条例 アイドリングストップの励行・駐車場に掲示

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去4年間ありませんでした。

〔８〕代表者による全体の評価と見直し

２０２２年度もコロナに影響が残り色々と行動に規制が残る中、収益改善、業務改善に積極的に取り組み、まずまずの成果を残す事が出来ました。

産業廃棄物処理の見直し等はかなりの成果が見られ、エネルギの使用も改善が進んだように判断しております。

この結果に甘んじることなく、さらなる改善活動を推進していく所存です。
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